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Ⅰ 研究目的

教育の情報化においては，子どもたちの情報活用能力の育成と，各教科等の目標を達成する際に

効果的に情報機器を活用することによる「わかる授業」の実現が求められている。本県においても，

情報関連機器の整備・充実，教員の指導力の向上により，学校における活用の充実を目指している。

県内の学校において，コンピュータ室内のネットワークはすでに敷設されており，校内ネットワ

ークの整備が現在行われている。整備がなされた学校においては，機器の共有やグループウェアに

よる校務への活用がはじまっているものの，学習における利用の例は少ない。これは，敷設された

ネットワークの利点や利用のしかたについての理解が十分になされていないためと考える。

このような状況を改善するために，「初等中等教育の情報教育に係る学習活動の具体的展開につ

いて」を参考にして，校内における情報の提示や，練習問題・アンケート・授業評価の集計につい

ても対応できる教材を開発し，学習指導の効果を高めるネットワーク利用のモデルプランを提示す

る必要があると考える。

この研究は，情報活用能力に関連したネットワーク教材を開発し，活用をとおしてネットワーク

利用のモデルプランを作成し，学習指導の改善に役立てようとするものである。

Ⅱ 研究仮説

次の２つのことを行うことにより，学習指導の効果を高めることができるであろう。

・ 情報活用能力に関連した，校内における情報の提示や，練習問題・アンケート・授業評価の

集計についても対応できる教材を開発し活用する

・ ネットワーク利用のモデルプランを提示する

Ⅲ 研究の年次計画

この研究は，平成19年度から平成20年度にわたる２年次研究である。

第１年次（平成19年度）

学習指導の効果を高めるネットワークの活用の在り方に関する基本的な考え方の検討，基本構想

の立案，基本構想に基づく教材の作成

第２年次（平成20年度）

ネットワークを活用する教材の作成，教材を活用した授業実践及び実践結果の分析と考察，研究

のまとめ

Ⅳ 研究内容と方法

１ 研究の目標

第１年次（平成19年度）

学習指導の効果を高めるネットワークの活用の在り方に関する基本的な考え方の検討，基本構

想の立案，基本構想に基づく教材を作成する。

第２年次（平成20年度）

教材の修正，ネットワーク利用のモデルプランの作成，授業実践及び実践結果の分析と考察を

行うことにより，学習指導の効果を高めるネットワークの活用の在り方を明らかにする。

２ 研究の内容と方法
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(1) 学習指導の効果を高めるネットワークの利用の在り方に関する基本構想の立案（文献法）

(2) 基本構想に基づく手だての試案の作成（文献法）

(3) 基本構想に基づくモデルプランと教材の作成（文献法，開発法）

(4) 研究協力員による授業実践及び実践結果の分析（授業実践，テスト法）

Ⅴ 研究結果の分析と考察

１ 学習指導の効果を高めるネットワークの活用の在り方に関する基本構想

(1) 学習指導の効果を高めるネットワークの活用の基本的な考え方

小学校学習指導要領（平成10年12月14日）の総則には「各教科等の指導にあたっては，児童

がコンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親しみ，適切に活用する学習活

動を充実するとともに，視聴覚教材や教育機器などの教材・教具の適切な活用を図ること。」

と配慮すべき事項に掲げられており，中学校学習指導要領（平成10年12月14日），高等学校学

習指導要領（平成11年3月29日）にも同様のことが記述されている。各教科等の授業の中で，

教師や児童・生徒がプレゼンテーションしたり，コンピュータやインターネットで調べたり交

流したりすることによる，「わかる授業」の実現が求められている。

また，IT新改革戦略（平成18年１月19日 IT戦略本部）の「(3)人材育成・教育」では「初

等中等教育の段階からITに触れ，情報活用能力を向上させる環境の整備を進めていくことが重

要である」と提言している。これを受け，本県においても環境の整備が進められている。小・

中学校においてはコンピュータ室内のネットワークがすでに敷設されており，校内ネットワー

クの整備が現在行われている。普通教室のLAN整備率は平成17年度末で県内の小学校が24.7％，

中学校が29.9％になっている。平成19年度学校教育室関係事業計画には，「平成22年度までに

校内LANを100％」と整備目標が掲げている。

各教科等の学習において，ネットワークを用いて，データの一元管理，コンテンツやディジ

タル教材の効率的な利用，円滑なコミュニケーションに活用を行う。ことにより，学習指導の

改善につながり「わかる授業」を実現でき，学習指導の効果を高めることができると考える。

なお，本研究における「ネットワーク」という用語は，校内ネットワークとこれに接続され

ているインターネットの双方を指し示している。特に限定して使用する場合には「校内ネット

ワーク」「インターネット」という用語を用いることとする。

(2) 情報活用能力についての基本的な考え方

情報活用能力は，臨時教育審議会第二次答申（昭和61年）において，「情報及び情報手段を

主体的に選択し活用していくための個人の基礎的な資質」とされ，「読み・書き・算」に並ぶ

基礎・基本と位置づけられている。

高度情報通信ネットワーク社会が進展していく中においては，児童・生徒が，コンピュータ

やインターネットを活用し，情報社会に主体的に対応できる「情報活用能力」を育成すること

が求められている。「情報教育に係る学習活動の具体的展開について～すべての教科で情報教

育を～」（平成18年８月）では，

ア 子どもたちの情報活用能力の育成を目的とした「情報教育」

イ 各教科等の目標を達成する際に効果的に情報機器（IT）を活用すること「IT活用」
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の２つを「教育の情報化」の目的として

あげている。

さらに，「情報活用能力」について，情

報活用の実践力，情報の科学的な理解，

情報社会に参画する態度の３観点相互の

関係を考え，児童生徒の発達段階に応じ

バランスよく身に付けさせることが重要

であると述べている。

同報告書においては，学習指導要領の

下における情報教育に係る学習活動の例

を抽出し，それが情報教育の体系の中で

どのように位置づけられるかを一覧形式で提示している。そこで，本研究では，同報告書の「情

報教育の目標で分類した学習活動」をもとにして，情報活用能力に関連させた学習活動例の提示

を行う。このことにより，情報活用能力の育成をとおして「わかる授業」を実現させることがで

きると考えた。

(3) ネットワークの活用の在り方についての基本的な考え方

ネットワークの活用の利点としては，「校内ネットワーク活用ガイドブック2005」においては，

次の２つのことがあげられている。

・ 学習の交流の場を提供できる

・ 教材やデータの共有ができる

校内の掲示板などネットワーク上で情報交換ができるので，児童生徒どうしが考え方を交流し

たり，わかったことを発表したりできる。一斉指導における児童生徒の意見を集約して提示した

り，問題の回答状況をすぐに確認することができる。口頭による発表とは異なり，結果や経過が

サーバに記録される。また，サーバにある教材を呼び出して何度も繰り返し学習させることがで

き，復習や発展的な学習にも対応が容易である。そこで，本研究では，校内における情報の提示

や，練習問題・アンケート・授業評価の集計に対応できる教材を開発を行う。授業における導入，

展開，終末など指導場面に応じたネットワークの活用の在り方について手だての試案，教材の作

成及び授業実践を行っていくこととする。

(4) 基本構想図

学習指導の効果を高めるネットワークの活用の在り方に関する基本構想図を【図２】に示す。

３ 基本構想に基づく手だての試案の作成

学習指導の効果を高めるネットワークの活用の在り方の手だての試案【図３】に示す。

４ 基本構想に基づく教材の作成

基本構想に基づいて，ネットワークを活用する教材として「情報サイト」「Ｇベース」「LANでア

ンケート」の３種類の教材の開発を行った。

(1) 「情報サイト」とは

平成18年度の研究「体験的な学習活動を取り入れた情報モラルの指導に関する研究」において

は，体験を取り入れて情報モラルの指導を行うため，インターネットを擬似的に再現する教材シ

ステムである「情報サイト」を開発した。この「情報サイト」を学習指導で活用する。校内サー

バにWebサーバとしての機能を持たせ，動的にページを表示するしくみ（ASP）を用いて，「授業

【図１】 教育の情報化の概念図
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指導者の実態 学校の環境

・教科の学習において，ネットワークを ・コンピュータ室にはネットワークが整備さ

どのように使えばよいのかわからない れている

・授業において，ネットワークを活用し ・小・中学校の校内ネットワークは平成22年

ていない までに整備がされる予定である

教育の情報化

情 情報活用の実 情報の科学的 情報社会に参 Ｉ

報 践力 な理解 画する態度 Ｔ

教 活

育 用

「わかる授業」の実現

【図２】学習指導の効果を高めるネットワークの活用の在り方に関する基本構想図

指導
学 習 活 動 ネットワークの活用の手だて

過程

既習事項の定着を確かめる ネットワークを使って配信した問題に回答させる

導 学習への関心を持つ ディジタルコンテンツを提示して興味を持たせる

入 課題を把握する 課題を提示して確認させる

学習の見通しを持つ アンケートに予想を書き込みさせ，集計して表示する

自分の考えを持つ 自分の考えを掲示板に書き込みさせる

展 他の人の考えや意見を知る 掲示板の記入を閲覧して，自分の考えと比べさせる

開 発表する 掲示板に書き込んで発表させる

学習内容をまとめる 学習してきたことを掲示板に書き込みさせて確かめさせる

終 練習問題に取り組む 問題を選択させて取り組ませる

末 学習内容の確認をする 問題に回答させて，集計，記録を行う

【図３】学習指導の効果を高めるネットワークの活用の在り方の手だての試案

手だて
ネットワークを活用して
・ 学習の交流の場を提供をする
・ 教材やデータの共有を行う
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の連絡指示を表示」「掲示板」「クイズ」「アンケート」「学習リンク」のページを提示する。

このソフトは校内サーバを使って情報のやりとりを行うため，校外に書き込んだ内容が出ること

はないので安全に学習を行うことができる。また，ブラウザだけで作動するので，児童・生徒用コ

ンピュータに特別なソフトをインストールする必要はなく，各ページのURLを入れるだけで使うこ

とができる。

(2) 「情報サイト」の各機能について

ア 連絡黒板

あらかじめ登録されたユーザIDと

パスワードを入力してログインする

と，各学級ごとに連絡黒板が【図４】

のように表示できる。連絡事項は追

加することができるので，学習の記

録として振り返りに用いることもで

きる。左側のメニューの項目は表示

または非表示の設定が可能で，学習

に合わせて表示ができる。

イ 掲示板

【図５】の掲示板やチャットに書

き込みをさせて意見の交換を行うこ

とができる。スレッド式の掲示板も

用意しており，書き込みの内容に対

する返信を行うこともできる。展開

の場面で意見の交換に用いることに

より，他の人と自分の考えを比較す

ることができる。

意見を書き込んだコンピュータの

番号（IPアドレス），時刻，内容が

サーバに記録されるので，これをそ

のまま学習の記録として残すととも

に，不適切な書き込みをした児童や

生徒には警告の表示や書き込みの禁

止を管理画面から行うこともできる。

ウ 学習クイズ

既習事項の定着状況を確かめたり，

学習した内容の確認をさせることができる。各設問に対して，解答を選択した後，「採点する」

をクリックすると【図７】のように答え合わせを行うことができる。学習クイズの採点結果はサ

ーバに記録されるので，学習の評価に活用することができる。

採点画面から「HINT」をクリックさせて説明文を表示させることもできる。

エ アンケート

【図４】連絡黒板

【図５】掲示板

【図６】学習クイズ
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生徒がアンケートに回答した内容

を，教師側で集計してグラフ化して

提示することができる。単一選択，

複数選択，文章による回答が入力で

き，アンケートの内容によって使い

分けることができる。

授業の導入の場面では既習事項の

定着の確認や，課題を把握の活用し

たり，展開の場面での意見の集約に

活用したりすることができる。

アンケートの記入内容はサーバに

記録される。

(3) 学習問題データベース「Ｇベース」

とは

データを蓄積して，一元管理できる

というネットワークの利点した学習問

題データベースとして「Ｇベース」を

開発した。導入の場面では既習事項の

確認として，展開場面では学習内容の

まとめとして，終末の場面では，練習

問題として活用することができる。ま

た，学習の記録を残すことができるの

で，学習の取り組み状況を把握するこ

ともできる。この「Ｇベース」は平成1

8年度にセンター研究で作成された「Ｇ

アップシート」をもとにして作成した

中学校英語・数学の問題をブラウザ上

で学習できる教材である。中学校１年

英語教材63シート，２年英語教材62シ

ート，３年英語教材61シート，２年数

学教材71シートが学習できる（2007年

12月現在）。

「情報サイト」のメニューに組み込

むことで，「情報サイト」から「Ｇベ

ース」を表示させることが可能である。

(4) 学習問題データベース「Ｇベース」

の各機能について

ア 「Ｇベース」教材の一覧

学習の定着，復習，発展などにお

いて，【図10】の画面の一覧の中か

【図８】アンケート

【図９】アンケートの集計

【図７】学習クイズの採点

【図10】中学校２年数学Ｇベース教材の一覧
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ら問題を選択させて取り組ませるこ

とができる。各シートは「コンピュ

ータで学習」「シートを印刷して学

習」のどちらかを指導に合わせて選

ばせることができる。

イ 「Ｇベース」教材シート

教材は【図11】，【図12】のように

表示され、ブラウザ上で学習するこ

とができる。「解説」をクリックす

ると問題の説明，ヒントを表示する。

答えを入力して「解答」ボタンをク

リックすると正答が表示され，答え

が正しい場合には○が表示される。

記述式解答，選択式解答に対応し

ている。分数の入力，グラフの描画

なども可能である。

「採点記録」をクリックすると，

○の数から得点を計算して表示する。

同時に，得点，学習日時，学習した

回数を学習者ごとにコンピュータに

記録を行う。

コンピュータ上での学習なので，

事前に印刷物を準備する必要がない。

また，間違った場合には，何度も繰

り返して学習させることもできるの

が利点と考える。

「Ｇベース」は，画像の上に回答

欄やボタンを貼り付けて作成してい

るので，「Ｇアップシート」以外の

学習問題でも同様の方法で作成して，

ブラウザ上で採点できる教材にする

ことが可能である。

ウ 学習の記録

学習データは名前(Name)とパスワ

ード(Password)で管理しており，両

方が一致した記録のみを【図13】のように表示させることができる。よって，同じコンピュータ

であっても他の学習者のデータは表示されない。

そのシートの学習回数，最高得点，最終学習日が表示される。学習していないシートは「未習」

と表示される。学習の履歴を一覧で表示することにより「Ｇアップシート」への取り組みを振り

返らせることができる。

【図11】中学校２年数学Ｇベース

【図13】学習の記録

【図12】中学校３英語Ｇベース
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(5) 常駐型児童・生徒用コンピュータの制御ソフト「LANでアンケート３」とは

児童・生徒用コンピュータを制御するソフトは多くの学校で導入されているが，あまり使われ

ていない現状が見られる。これは，機能が多すぎて，使い方が複雑で使いにくいためと考えられ

る。そこで，特に必要と考える機能に絞ってソフトを開発した。

(6) 常駐型児童・生徒用コンピュータの制御ソフト「LANでアンケート３」の各機能について

ア 児童・生徒用コンピュータ制御機能

教師用コンピュータからリモー

トで児童・生徒用コンピュータの

表示画面を制御するとともにマウ

スとキーボードの操作ができない

ようにすることができる。コンピ

ュータを学習活動に使用しない時

間帯に，画面を消して操作できな

いようにすることにより，コンピ

ュータ室での指導をより進めやす

くできると考える。

イ 教師側の指示表示機能

教師側からの課題や活動の指

示の文章を児童・生徒用コンピュータに【図14】のように表示することができる。指示の表示

中は，児童・生徒用コンピュータはマウスとキーボードの操作ができないようにしている。

ウ アンケート機能

教師機から児童・生徒用コンピュータを制御してアンケートを【図15】のように表示する。

回答結果は教師用コンピュータで

すぐ集計して，グラフとして提示

できる。

アンケート項目は，単一選択，

複数選択，文章による回答に対応

しており，項目に応じて使い分け

ることができるようにしている。

アンケートが表示されているとき

には児童・生徒用コンピュータは

他のソフトを操作できないように

している。アンケートの集計結果

はサーバ内に記録するので，学習

の定着状況の確認や評価に用いる

ことができる。

Ⅵ 研究のまとめと今後の課題

１ 研究のまとめ

本研究は，情報活用能力に関連したネットワーク教材を開発し，活用をとおしてネットワーク

【図15】児童・生徒用コンピュータにアンケートを表示

【図14】指示の文章を児童・生徒用コンピュータに表示

児童・生徒用 児童・生徒用

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

教師用ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

でリモート制御
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利用のモデルプランを作成し，学習指導の改善に役立てようとするものである。

２年次研究の１年目である本年度の成果として次のことがあげられる。

(1) 学習において，ネットワークを利用して意見の交換や学習内容の確認をするための試案を作

成することができた。

(2) 「情報サイト」を学習指導で活用するための機能を追加し，汎用性を高めることができた。

(3) 中学校英語，数学の「Ｇアップシート」をもとにして「Ｇベース」257教材を作成すること

ができた。

(4) コンピュータ室における学習を行いやすくするための，常駐型児童・生徒用コンピュータの

制御ソフトを開発することができた。

２ 今後の課題

(1) 小学校，高等学校向けの教材，他の教科の問題を開発し，「Ｇベース」に加えていく。

(2) 教材を学習において使いやすいデザインや機能に改善を加えていく。

(3) 教材の活用をとおしてネットワーク利用のモデルプランを作成する。

〈おわりに〉

本研究を進めるにあたり，ネットワークの活用のための教材の作成のために，多くの有益な意見等

をいただきました研究協力員の先生方に深く感謝申し上げます。
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